
＊
＊
＊

《
問
題
Ⅰ
》   

漢
字
・
語ご

彙い

力り
ょ
く �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

⑴　
優
越　
　

⑵　
権
限　
　

⑶　
甘
言

⑷　
仮
想

第
二
問

⑴　
厚
顔　
　

⑵　
息
災　
　

⑶　
整
然

⑷　
明
快

第
三
問

⑴　
過
信　
　

⑵　
発
揮　
　

⑶　
署
名

⑷　
点
呼

第
四
問

⑴　
私
の
弟
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
。

⑵　
き
れ
い
な
水
で
傷
口
を
洗
う
。

⑶　
折
れ
た
骨
を
金
属
の
プ
レ
ー
ト
で
固
定
す
る
。

■
配
点

第
一
問　
各
2
点　
　

第
二
問　
各
2
点

第
三
問　
各
3
点

第
四
問　
各
4
点
（
並
べ
か
え
・
漢
字　

各
2
点
）

◆
解
説

第
一
問単

漢
字
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
ヒ
ン
ト
に
、
語

句
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

第
二
問四

字
熟
語
の
問
題
で
す
。
読
み
書
き
だ
け
で
な

く
、
意
味
を
考
え
る
力
も
試
さ
れ
ま
す
。

第
三
問単

に
書
き
取
り
だ
け
で
は
な
く
、
文
脈
上
の
意

味
を
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

第
四
問助

動
詞
・
助
詞
を
自
立
語
に
つ
け
て
文
節
を
作

り
ま
す
。

⑴　
「
弟
は
」
→
「
感
染
し
た
」
が
主
語
と
述
語

の
関
係
。
あ
と
は
、「
私
の
」
→
「
弟
は
」、

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
」
→
「
感
染
し
た
」
と

つ
な
が
り
ま
す
。

⑵　
主
語
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。「
傷
口
を
」

→
「
洗
う
」
が
目
的
語
と
述
語
の
関
係
、「
き

れ
い
な
」
→
「
水
で
」
→
「
洗
う
」
と
つ
な
が

り
ま
す
。

⑶　
主
語
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。「
骨
を
」
→

「
固
定
す
る
」
が
目
的
語
と
述
語
の
関
係
、「
折

れ
た
」
→
「
骨
を
」
→
「
固
定
す
る
」、「
金
属

の
」
→
「
プ
レ
ー
ト
で
」
→
「
固
定
す
る
」
と

つ
な
が
り
ま
す
。＊

＊
＊

《
問
題
Ⅱ
》   

論
理
的
言
語
力 �
（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　
①　
父
は　
　

③　
生
い
立
ち
は

第
二
問　
⒜　
イ　
　

⒝　
ウ　
　

⒞　
ア

第
三
問　
軽
文
学

第
四
問父

の
人
に
対
し
て
寛
容
で
な
い
偏
狭
な
所
は
境

遇
と
性
質
と
か
ら
来
て
い
た
か
ら
。

第
五
問　
⑴　
オ　
　

⑵　
イ

■
配
点

第
一
問　
各
3
点　
　

第
二
問　
各
3
点

第
三
問　
9
点　
　
　

第
四
問　
10
点

第
五
問　
各
3
点

◆
解
説

第
一
問

①　
傍ぼ
う

線せ
ん

部ぶ

が
含ふ

く

ま
れ
る
一
文
の
主
語
は
省
略
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
前
の
文
の
主
語
を
探
す

と
「
父
は
」
で
す
。

③　
何
が
不
幸
で
「
あ
っ
た
」
の
か
と
い
う
と
、

父
の
「
生
い
立
ち
は
」
で
す
。

第
二
問

⒜　
空
所
前
文
で
儒じ
ゅ

学が
く

の
影え

い

響き
ょ
う

か
ら
脱だ

っ

す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
あ
り
、
空
所
後
文
で
「
独

自
な
と
こ
ろ
」「
着
想
の
独
創
的
」
な
ど
と
あ

る
の
で
、
逆
接
の
「
し
か
し
」。

⒝　
「
父
の
父
」
を
「
私
た
ち
の
祖
父
」
と
言
い

換か

え
て
い
る
の
で
、「
す
な
わ
ち
」。

⒞　
空
所
前
文
で
父
の
身
の
上
が
書
か
れ
、
空
所

後
文
で
そ
の
結
果
父
が
ど
う
な
っ
た
か
が
書
か

れ
て
い
る
の
で
、「
し
た
が
っ
て
」。

第
三
問指

示
語
の
問
題
で
、「
そ
れ
」
の
指
示
内
容
は
、

前
文
の
「
軽
文
学
」。

第
四
問傍

線
部
直
前
に
「
の
で
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
こ
れ
が
境き
ょ
う

遇ぐ
う

と
性
質
と
か
ら
来
て
い
た
」
が
理

由
で
す
。
指
示
語
「
こ
れ
」
の
指
示
内
容
を
明
ら

か
に
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

第
五
問

⑴　
「
マ
ラ
ソ
ン
の
」
→
「
国
際
大
会
で
」
→

「
果
た
し
た
」、「
日
本
人
の
」
→
「
選
手
が
」

→
「
果
た
し
た
」、「
優
勝
を
」
→
「
果
た
し

た
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

⑵　
「
近
く
の
」
→
「
川
の
」
→
「
水
が
」
→
「
こ

え
そ
う
だ
」、「
今
に
も
」
→
「
こ
え
そ
う
だ
」、

「
堤て
い

防ぼ
う

を
」
→
「
こ
え
そ
う
だ
」
と
つ
な
が
り

ま
す
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅲ
》   

論
理
的
読
解
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　
い
ま
は
1
年

第
二
問　
⑴　
ウ　
　

⑵　
エ　
　

⑶　
ア

　
　
　
　

⑷　
イ

第
三
問　
時
代
が
進
ん

第
四
問　
イ

■
配
点

第
一
問　
8
点　
　

第
二
問　
各
4
点

第
三
問　
8
点　
　

第
四
問　
8
点

◆
解
説

第
一
問本

文
中
の
「
育
児
や
介か
い

護ご

な
ど
と
の
両
立
に
も

役
立
つ
」
と
抜ぬ

け
て
い
る
一
文
に
あ
る
「
混
雑
緩か

ん

和わ

と
い
う
役
割
も
担
う
」
が
並
立
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
本
文
中
に
「
い
ま
は
1
年
前
の
予
行
演
習

の
時
期
」
と
あ
り
ま
す
が
、
何
の
1
年
前
な
の
か

の
情
報
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
抜
け
て
い

る
一
文
に
あ
る
「
東
京
五
輪
」
だ
と
い
う
こ
と
か

ら
も
わ
か
り
ま
す
。

第
二
問

⑴　
空
所
直
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
理
由
が
書

か
れ
て
い
る
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
あ
る

ウ
。

⑵　
直
前
の
東
京
五
輪
本
番
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
が

測
　
　
定
　
　
す
　
　
る
　
　
能
　
　
力

漢
字
・
語ご

彙い

力り
ょ
く

論
理
的
言
語
力

論
理
的
読
解
力

論
理
的
思
考
力

論
理
的
表
現
力

漢
字
や
語
彙
を
使
い
こ
な

す
力
。
漢
字
を
使
っ
て
論

理
的
な
文
章
を
組
み
立
て

る
力
。

日
本
語
を
論
理
的
に
扱
う

能
力
。
一
文
の
構
造
を
論

理
的
に
つ
か
ま
え
る
力
。

「
こ
と
ば
の
つ
な
が
り
」、

指
示
語
・
接
続
語
な
ど
を

論
理
的
に
扱
う
力
。

文
章
構
造
を
論
理
的
に
解

説
す
る
力
。
文
と
文
と
の

論
理
的
関
係
、
段
落
と
段

落
と
の
論
理
的
関
係
、
文

章
全
体
の
論
理
構
造
を
把

握
す
る
力
。
趣
旨
を
的
確

に
把
握
し
、
小
説
な
ど
を

客
観
的
に
読
む
力
。

文
章
の
要
点
を
論
理
的
に

整
理
し
、
ま
と
め
る
力
。

論
理
的
に
説
明
す
る
力
。

お
も
に
記
述
力
・
論
述
力
。

他
者
に
向
か
っ
て
、
論
理

的
に
話
す
力
。
論
理
的
に

思
考
し
、
自
分
の
考
え
を

論
理
的
に
書
く
力
。

国
際
標
準
論
理
文
章
能
力
検
定
　
レ
ベ
ル
6
―
7
　
　
2
0
1
9
年
度
　
第
2
回 

解
答
と
解
説



広
が
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
内
容
を
受
け
る

の
で
、
エ
。

⑶　
直
前
に
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
働
く
人
に
ス

ニ
ー
カ
ー
が
多
い
こ
と
の
き
っ
か
け
が
書
か
れ

て
い
る
の
で
、
ア
。

⑷　
直
前
の
子
ど
も
の
た
め
に
テ
レ
ワ
ー
ク
に
す

る
と
い
う
セ
リ
フ
が
イ
の
「
そ
ん
な
ふ
う
」
の

指
示
内
容
に
な
り
ま
す
。

第
三
問「

過
去
の
在
宅
勤
務
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」
に

関
す
る
話
題
と
、「
現
在
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
広
が

り
」
に
関
す
る
話
題
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

第
四
問

ア　
在
宅
勤
務
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
人
も

い
ま
し
た
が
、
非
常
に
多
く
の
人
に
期
待
さ
れ

て
い
た
と
ま
で
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ウ　
現
時
点
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
た
と
は
言

え
ず
、
筆
者
が
喜
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
も
書

か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

エ　
仕
事
に
支
障
が
出
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
本
文
中
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅳ
》   

論
理
的
思
考
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

⑴　
ぼ
く
は
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
そ
こ
に
入
っ
て
く

る
電
車
の
写
真
を
と
っ
た
。

⑵　
兄
は
優
勝
を
目
標
に
し
て
い
る
大
会
に
向
け

て
早
朝
か
ら
テ
ニ
ス
の
練
習
を
し
て
い
る
。

第
二
問

⑴　
保
護
し
た
野
生
の
タ
ヌ
キ
を
自
然
に
か
え
す
。

⑵　
シ
ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
は
地
球
上
で
最
も
大
き

な
動
物
だ
。

第
三
問毎

朝
、
お
母
さ
ん
は
私
と
妹
の
た
め
に
栄
養
バ

ラ
ン
ス
が
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
お
弁
当
を
作
っ

て
く
れ
る
。

第
四
問第

一
印
象
は
人
間
関
係
を
作
る
上
で
重
要
な
要

素
な
の
で
、
初
対
面
の
と
き
に
良
い
印
象
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

■
配
点

第
一
問　
各
5
点　

第
二
問　
各
5
点

第
三
問　
10
点　
　

第
四
問　
10
点

◆
解
説

第
一
問

⑴　
「
ぼ
く
は
写
真
を
と
っ
た
」
が
文
の
要
点
で

す
。「
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
」
→
「
と
っ
た
」、

「
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
く
る
電
車
の
」
→
「
写
真

を
」
と
つ
な
が
る
よ
う
に
書
き
か
え
ま
す
。
そ

の
際
、
文
の
後
ろ
の
方
に
く
る
「
ホ
ー
ム
」
を

指
示
語
に
直
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
「
兄
は
練
習
を
し
て
い
る
」
が
文
の
要
点
で
す
。

「
テ
ニ
ス
の
」
→
「
練
習
を
」、「
優
勝
を
目
標

に
し
て
い
る
」
→
「
大
会
に
向
け
て
」
→
「
し

て
い
る
」、「
早
朝
か
ら
」
→
「
し
て
い
る
」
と

つ
な
が
る
よ
う
に
書
き
か
え
ま
す
。

第
二
問

⑴　
不
要
な
語
句
は
「
人
工
の
」
と
「
危
険
だ
」

で
す
。

⑵　
不
要
な
語
句
は
「
泳
ぎ
」
と
「
最
大
の
」
で

す
。

第
三
問①

が
要
点
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。
①
と
②
の
文

で
共
通
し
て
い
る
の
は
「
お
弁
当
」
な
の
で
、
②

の
文
を
「
お
弁
当
」
が
文
末
に
な
る
よ
う
に
書
き

か
え
、
①
の
文
の
「
お
弁
当
」
を
説
明
す
る
言
葉

に
し
ま
す
。

第
四
問「

第
一
印
象
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
で
、

最
終
段
落
の
結
論
が
文
章
全
体
の
要
点
に
な
り
ま

す
。
結
論
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
理
由
も
い
っ

し
ょ
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
字
数
条
件
を
満
た
す
た

め
に
「
人
間
関
係
を
作
る
と
き
に
大
き
な
影え
い

響き
ょ
う

を

持
っ
て
い
る
」
を
「
人
間
関
係
を
作
る
上
で
重
要

な
要
素
」
に
書
き
か
え
ま
す
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅴ
》   

論
理
的
表
現
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　
①　
73　
　

②　
39

　
　
　
　

③　
農
地
面
積　
　

④
　
2
0
0
0

第
二
問

⑴　
現
在
使
用
し
て
い
な
い
農
地
を
使
用
す
る
。

（
耕
地
利
用
率
を
上
昇
さ
せ
る
。）

⑵　
日
本
で
は
主
食
と
し
て
米
を
食
べ
て
き
た
が
、

食
の
欧
米
化
に
よ
っ
て
パ
ン
な
ど
を
食
べ
る
こ

と
が
増
え
、
米
の
消
費
量
が
少
な
く
な
っ
た
か

ら
。

■
配
点

第
一
問　
各
3
点

第
二
問　
⑴　
12
点　
　

⑵　
16
点

◆
解
説

第
一
問資

料
1
・
2
か
ら
文
章
に
当
て
は
ま
る
語
句
や

数
値
を
探
し
ま
す
。

第
二
問

⑴　
資
料
2
を
見
る
と
農
地
面
積
よ
り
作
付
延
べ

面
積
の
数
値
の
方
が
小
さ
い
（
耕
地
利
用
率
が

1
0
0
％
に
満
た
な
い
）
こ
と
か
ら
、
使
用
さ

れ
て
い
な
い
農
地
が
あ
る
と
わ
か
り
ま
す
。

⑵　
水
陸
稲
の
作
付
延
べ
面
積
が
減
っ
た
と
い
う

こ
と
は
米
の
生
産
量
が
減
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
米
の
生
産
量
が
減
っ
た
の
は
必

要
と
さ
れ
る
米
の
量
が
減
っ
た
か
ら
で
す
。

【
使
用
す
る
言
葉
】
を
ヒ
ン
ト
に
必
要
と
さ
れ

る
米
の
量
が
減
っ
た
理
由
を
考
え
ま
し
ょ
う
。


